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§１．研究実施体制 

（１）「牧」グループ（慶應義塾大学） 

① 研究開発代表者：牧 英之 （慶應義塾大学理工学部、教授） 

② 研究項目 

・ 赤外分析に最適なナノカーボン赤外光源開発 

・ ナノカーボン光源による高分解能赤外分析の基盤技術構築 

・ 高速ナノカーボン赤外光源開発 

・ 数理解析、数理モデルを利用した赤外分析技術構築 

・ 新規ナノカーボン赤外分析手法開拓 

 

§２．研究開発成果の概要 

本研究では、研究代表者が独自に開発した超小型、超高速のナノカーボン赤外光源を赤外分析技術と融合

することで、全く新しい原理の高空間分解能で高速な赤外分析技術を構築することを目的とし、これにより、従

来赤外分析が利用されてこなかった様々な分野に適用可能なナノカーボン赤外分析技術を構築することを目

指して研究を進めてきた。特に、高空間分解能の赤外分析技術の構築を目指して、最適な赤外光源の開発を

進めてきた。その結果、超小型のグラフェン光源とそれを利用した赤外分析のデモンストレーションを進め、実際

に赤外分析が可能であることを示した。これにより、近接場赤外分析に向けた最適光源の開発と測定系の構築

に成功したことから、本技術を用いた近接場赤外分析技術の実証を進めた。また、本光源技術を用いた赤外分

析技術に関して、新しい分野における赤外分析技術の応用に向けて、バイオ系サンプルの作製やそれを用い

た赤外分析測定にも着手した。また、高配向カーボンナノチューブを用いた偏光光源の開発など、新たな分析

技術につながる光源技術の開発にも成功した。本研究によって、近接場赤外分析が可能となる光源の開発や、

それを用いた赤外分析を実証したことから、ナノカーボンデバイスを用いた新たな赤外分析技術の構築を目指

すとともに、従来の赤外分析の性能を大きく超える空間分解能や分析応用を実証することで、ナノカーボン光源

を用いた赤外分析技術の発展と社会実装を目指した技術の構築に向け大きく推進した。 
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